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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で動作している間に無線リンク（ＲＬ）失敗を検出するための
、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）内で実施される方法において、
　ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視するステ
ップと、
　前記ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前定義
の閾値Ｑ未満であると決定するステップであって、Ｎは連続するフレームの事前定義の数
である、ステップと、
　ＲＬ失敗の発生を宣言するステップと、
　前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態での拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介した送信を終了
するステップと
を具えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　Ｅ－ＤＣＨリソースを解放するステップと、
　Ｅ－ＤＣＨ受信手順および送信手順を停止するステップと、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エンティティをリセットするステップと
をさらに具えたことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＬ失敗が発生したことを物理レイヤがＭＡＣレイヤに示し、前記ＭＡＣレイヤは
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、前記物理レイヤにデータを送ることを停止することを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　事前定義の時間量の間待つステップと、
　前記事前定義の時間量の後でバックオフタイマを開始するステップと、
　前記バックオフタイマが満了した後でＲＡＣＨアクセスを開始するステップと
をさらに具えたことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記バックオフタイマが満了する前にセル再選択を実施するステップをさらに具えたこ
とを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　バックオフタイマを終了するステップと、
　セル再選択基準が満たされている条件でセル再選択手順を実施するステップと
をさらに具えたことを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項７】
　ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視し、前記
ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前定義の閾値
Ｑ未満であると決定し、ＲＬ失敗の発生を宣言し、セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ）状態での拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介した送信を終了するように構
成されたプロセッサ
を具えたことを特徴とするワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項８】
　Ｅ－ＤＣＨリソースを解放し、現在進行中のＥ－ＤＣＨ受信手順および送信手順を停止
し、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エンティティをリセットするように構成された回路をさ
らに具えたことを特徴とする請求項７記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項９】
　前記ＲＬ失敗が発生したことを物理レイヤがＭＡＣレイヤに示し、ＭＡＣレイヤは、前
記物理レイヤにデータを送ることを停止することを特徴とする請求項８記載のワイヤレス
送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１０】
　前記Ｅ－ＤＣＨ送信を終了した後で事前定義の時間量の間待つように構成された回路と
、
　前記所定の時間量の後で開始されるように構成されたバックオフタイマと、
　前記バックオフタイマが満了した後でＲＡＣＨアクセスを開始するように構成された回
路と
をさらに具えたことを特徴とする請求項７記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
。
【請求項１１】
　前記バックオフタイマが満了する前にセル再選択を実施するように構成された回路をさ
らに具えたことを特徴とする請求項１０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１２】
　バックオフタイマを終了し、前記セル再選択基準が満たされている条件でセル再選択手
順を実施するように構成された回路をさらに具えたことを特徴とする請求項１０記載のワ
イヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１３】
　ダウンリンク専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）の品質を監視するように構成された
回路をさらに具えたことを特徴とする請求項７記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
【請求項１４】
　新しいセルを再選択するように、また検証後手順が失敗しセル再選択基準が満たされて
いる条件でＥ－ＤＣＨリソースを解放するように構成された回路をさらに具えたことを特
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徴とする請求項７記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１５】
　前記セル再選択基準が満たされていない条件で、進行中のＥ－ＤＣＨ送信が完了する前
に前記Ｅ－ＤＣＨリソースを解放するように、またバックオフ手順を適用しアップリンク
ランダムアクセスを試みる前に事前定義の時間が満了するのを待つようにさらに構成され
ていることを特徴とする請求項１４記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１６】
　ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視し、前記
ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前定義の閾値
Ｑ未満であると決定し、ポスト検証失敗を検出し、セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ）状態での拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介した送信を終了するように構
成されたプロセッサであって、Ｎは連続するフレームの事前定義の数である、プロセッサ
を具えたことを特徴とするワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１７】
　前記ポスト検証が失敗している条件で、バックオフタイマを開始し、前記バックオフタ
イマが満了した後でアップリンクランダムアクセス手順を試みるように構成された回路を
さらに具えたことを特徴とする請求項１６記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
。
【請求項１８】
　セル再選択基準が満たされている条件で、セル再選択後、前記バックオフタイマが満了
する前に送信するように構成された回路をさらに具えたことを特徴とする請求項１６記載
のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項１９】
　ポスト検証における失敗に応答してＥ－ＤＣＨリソースを解放するようにさらに構成さ
れていることを特徴とする請求項１６記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ワイヤレス通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）標準のリリース８内の広帯域符号
分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）標準の、現在進行中の発展の一部として、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣ
Ｈ状態にあるワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）に対して拡張専用チャネル（Ｅ－Ｄ
ＣＨ）を組み込むために、新しい作業項目が設けられている。
【０００３】
　図１は、拡張アップリンク（ＵＬ）を有する３ＧＰＰ　ＷＴＲＵの無線リソース制御（
ＲＲＣ）サービス状態を示す。ＷＴＲＵは、ユーザ活動に応じて、いくつかの状態で動作
することができる。以下の状態、すなわちアイドル、セル専用チャネル（ＣＥＬＬ＿ＤＣ
Ｈ）、セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ）、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）地上波無線
アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）登録エリアページングチャネル（ＵＲＡ＿ＰＣＨ）
、およびセルページングチャネル（ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ）が規定されている。ＲＲＣ状態遷
移は、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）パラメータを使用してネットワークによ
って制御されており、ＷＴＲＵは、それ自体によって状態変更を実施しようとすることは
ない。
【０００４】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態では、ＵＬおよびダウンリンク（ＤＬ）において、専用物理チャ
ネルがＷＴＲＵに割り当てられる。ＷＴＲＵは、その現在のアクティブセットに従ってセ
ルレベルで知られている。ＷＴＲＵは、専用トランスポートチャネル、共用トランスポー
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トチャネル、またはこれらのトランスポートチャネルの組合せを使用することができる。
【０００５】
　ＷＴＲＵは、共通のチャネル（たとえば、転送アクセスチャネル（ＦＡＣＨ）、ランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ））を使用するように割り当てられている場合、ＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ状態にある。　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態では、専用物理チャネルがＷＴＲＵに
割り当てられず、ＷＴＲＵは、ＤＬで（たとえば、２次共通制御物理チャネル（Ｓ－ＣＣ
ＰＣＨ）を介して搬送される）転送アクセスチャネル（ＦＡＣＨ）または高速ダウンリン
ク共用チャネル（ＨＳ－ＤＳＣＨ）を連続的に監視する。ＷＴＲＵには、ＵＬでデフォル
トの共通トランスポートチャネルまたは共用トランスポートチャネル（たとえば、ランダ
ムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ））が割り当てられ、ＷＴＲＵはそれを、そのトランスポ
ートチャネルに関するアクセス手順に従っていつでも使用することができる。ＷＴＲＵの
位置は、そのＷＴＲＵがセル更新を最後に実施したセルに従って、セルレベルでＵＴＲＡ
Ｎに知られている。
【０００６】
　ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態では、専用物理チャネルがＷＴＲＵに割り当てられない。ＷＴＲ
Ｕは、ＰＣＨを選択し、選択したＰＣＨを、関連のページインジケータチャネル（ＰＩＣ
Ｈ）を介して監視するために、不連続受信を使用する。どのＵＬ活動も可能ではない。Ｗ
ＴＲＵの位置は、そのＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でセル更新を最後に実施したセ
ルに従って、セルレベルでＵＴＲＡＮに知られている。
【０００７】
　ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態では、専用チャネルがＷＴＲＵに割り当てられない。ＷＴＲＵは、
ＰＣＨを選択し、選択したＰＣＨを、関連のＰＩＣＨを介して監視するために、不連続受
信を使用する。どのＵＬ活動も可能ではない。ＷＴＲＵの位置は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状
態での最後のＵＲＡ更新中にＷＴＲＵに割り当てられていたＵＲＡに従って、ＵＴＲＡＮ
登録エリアレベルでＵＴＲＡＮに知られている。
【０００８】
　ＲＡＣＨトランスポート機構は、獲得指示（ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ）を用いるスロットアロハ（ｓｌｏｔｔｅｄ－Ａｌｏｈａ）手法に基づくものであ
る。ＷＴＲＵは、メッセージを送信する前に、ランダムに選択されたアクセススロット内
で、ランダムに選択されたシグナチャシーケンスで構成されている短いプリアンブルを送
信することによってチャネルを獲得する。次いで、ＷＴＲＵは、獲得指示チャネル（ＡＩ
ＣＨ）上で、リッスンし、ノードＢからの獲得指示を待つ。この指示は、ＷＴＲＵによっ
て選択されたプリアンブルシグナチャシーケンスに一対一でマッピングされた特定のＡＩ
ＣＨシグナチャシーケンスを含む。肯定的な獲得指示が受け取られた場合、ＷＴＲＵは、
チャネルを事実上獲得しており、そのメッセージを送信することができる。ＷＴＲＵがＲ
ＡＣＨシステム内で使用することができるリソースは、プリアンブルシグナチャシーケン
スの選択によって予め決定されている。
【０００９】
　Ｅ－ＤＣＨを使用し、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨのＷＴＲＵに関するデータ転送速度を、新し
い拡張ＲＡＣＨ（Ｅ－ＲＡＣＨ）において増大することができる。ＷＴＲＵは、Ｅ－ＤＣ
Ｈを介して、リリース９９のＲＡＣＨを使用して可能なもの（すなわち、１０ｍｓまたは
２０ｍｓの持続時間）より長い持続時間の間、送信することができる。
【００１０】
　Ｅ－ＤＣＨを介した送信は、専用無線制御チャネルを確立することを必要とする。　リ
リース８以前では、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態からＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態に移動するとき、
同期手順が実行され、それにより、ノードＢおよびＷＴＲＵの送信電力が適切なレベルに
設定される。この同期手順Ａは、３ＧＰＰ標準に規定されており、長い接続時間に対処す
るように設計されている。この手順は、２つのフェーズからなる。第１フェーズ中には、
ｉｎ－ｓｙｎｃプリミティブだけを、物理レイヤからＷＴＲＵのレイヤ３（Ｌ３）にレポ
ートすることができる。先行する４０ｍｓ中にＤＬ無線リンク（ＲＬ）（すなわち、フラ
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クショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）または専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ
））の品質が事前定義の閾値より高い場合、ｉｎ－ｓｙｎｃプリミティブがレポートされ
る。プリミティブは、１０ｍｓごとにレポートされる。Ｔ３１２の持続期間内にＮ３１２
の連続するｉｎ－ｓｙｎｃがレポートされたとき物理チャネルが確立されたとみなされ、
Ｎ３１２とＴ３１２は、共にＵＴＲＡＮが構成することができる。物理チャネルが確立さ
れたとき、ＷＴＲＵは、ＵＬ送信を開始することができる。フェーズ２は、物理チャネル
の確立後１６０ｍｓで始まり、この時点で、ｉｎ－ｓｙｎｃプリミティブとｏｕｔ－ｏｆ
－ｓｙｎｃプリミティブのどちらをも、ＷＴＲＵのＬ３にレポートすることができる。
【００１１】
　ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でのＥ－ＤＣＨ送信の場合、検証後期間を利用する別の同期手
順（たとえば、同期手順ＡＡ）が提供される。検証後期間は４０ｍｓの時間であり、この
中でＤＬ信号品質が確認される。検証後手順の間、ＷＴＲＵは、直ちにＵＬ上でデータを
送信することができる。送信している間、ＷＴＲＵは、Ｆ－ＤＰＣＨの送信電力制御（Ｔ
ＰＣ）フィールドの品質を監視する。４０ｍｓ後、Ｆ－ＤＰＣＨのＴＰＣフィールドの品
質が閾値Ｑｉｎより良好である場合には、ポスト検証が成功であり、そうでない場合には
、失敗となる。
【００１２】
　ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にある、またはＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態に移行しているＷＴＲＵに
ついて、検証後期間が失敗したとき、そのＷＴＲＵの、同期手順の挙動は、３ＧＰＰ標準
に規定されている。しかし、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態で動作しているときそのＷＴＲＵに
ついては、提案されている同期手順に関してＷＴＲＵの挙動が規定されていない。
【００１３】
　ＲＬ確立および電力制御に関する現在の仕様は、特定のＷＴＲＵに対して長期間予約さ
れる専用ＲＬリソースに関して規定されている。しかし、それらの仕様は、ＷＴＲＵが（
たとえば、バーストトラフィックのための）短期間の間チャネルを占有し、その後で無線
リソースが解放される状況にあまり適していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　現行の３ＧＰＰ標準では、ＲＬ失敗は、ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態にあるときト
リガされるにすぎない。ＲＬ失敗後のＷＴＲＵの挙動は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態に遷移
すること、セル再選択を実施すること、およびセル更新手順を開始することを含む。しか
し、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＷＴＲＵについてＲＬ失敗をトリガする手順が望まし
い。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　方法および装置を使用し、ＲＬ失敗および検証後プロセスを検出する。Ｅ－ＤＣＨ上で
の送信が開始された後で、ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの品質が監視される。ダウンリンク
Ｆ－ＤＰＣＨの品質が事前定義の閾値未満であるかどうか判定される。その品質が事前定
義の閾値未満である場合には、ＲＬ失敗の発生が示され、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でのＥ
－ＤＣＨを介した送信が終了する。ポスト検証失敗の場合には、Ｅ－ＤＣＨリソースが解
放される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　例として与えられている以下の説明を添付の図面と併せ読めば、より詳細に理解するこ
とができる。
【図１】高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）／高速アップリンクパケット
アクセス（ＨＳＵＰＡ）を用いたＲＲＣ状態を示す。
【図２】ワイヤレス通信システムの図である。
【図３】図２に示されているワイヤレス通信システムのＷＴＲＵおよび基地局の機能ブロ
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ック図である。
【図４】無線インターフェースプロトコルモデルの例示的なブロック図である。
【図５】検証後プロセスが失敗した場合のＷＴＲＵの挙動の流れ図である。
【図６】ＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを介して送信しているときのＲ
Ｌ失敗のトリガ条件の流れ図である。
【図７】ＲＬ失敗が検出されたときのＷＴＲＵの挙動に関する図である。
【図８】ＲＬ故障状態の監視に関するタイミングチャートである。
【図９】ＲＬ失敗の発生を決定するノードＢトリガ条件の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　「ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語は、以下で参照されたとき、そ
れだけには限らないが、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定型もしくは移動型加入者ユニ
ット、ページャ、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、またはワイヤレ
ス環境内で動作することが可能な任意の他のタイプのユーザデバイスを含む。「基地局」
という用語は、以下で参照されたとき、それだけには限らないが、ノードＢ、サイトコン
トローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、またはワイヤレス環境内で動作することが可能な
任意の他のタイプのインターフェース用デバイスを含む。
【００１８】
　Ｅ－ＤＣＨという用語は、以下で参照されたとき、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ
＿ＰＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態、またはアイドルモードでの、競合ベースのアクセス
に続く、Ｅ－ＤＣＨを介した送信を示すために使用することができる。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣ
Ｈ状態でのＥ－ＤＣＨという用語は、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態、およ
び／またはアイドルモードでのＥ－ＤＣＨを示すことができる。本明細書に開示されてい
る方法はまた、ＷＴＲＵがより長い持続時間の間チャネルを占有している既存の競合ベー
スのアクセス（すなわち、ＲＡＣＨ）に対する任意の他の改善に適用可能である。
【００１９】
　図２は、複数のＷＴＲＵ２１０、ノードＢ２２０、ＣＲＮＣ２３０、ＳＲＮＣ２４０、
およびコアネットワーク２５０を含むワイヤレス通信システム２００を示す。図３に示さ
れているように、ＷＴＲＵ２１０はノードＢ２２０と通信し、ノードＢ２２０は、ＣＲＮ
Ｃ２３０およびＳＲＮＣ２４０と通信する。３つのＷＴＲＵ２１０、１つのノードＢ２２
０、１つのＣＲＮＣ２３０、および１つのＳＲＮＣ２４０が図２に示されているが、ワイ
ヤレスデバイスと有線デバイスの任意の組合せがワイヤレス通信システム２００に含まれ
る可能性があることに留意されたい。
【００２０】
　図３は、図２のワイヤレス通信システム２００のＷＴＲＵ２１０およびノードＢ２２０
の機能ブロック図３００である。図３に示されているように、ＷＴＲＵ２１０はノードＢ
２２０と通信し、どちらも、あるＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを介し
て送信しているときＲＬ失敗の発生を検出するための方法を実施するように構成される。
【００２１】
　典型的なＷＴＲＵ内に見出すことができる構成要素に加えて、ＷＴＲＵ２１０は、プロ
セッサ２１５、受信器２１６、送信器２１７、アンテナ２１８を含む。プロセッサ２１５
は、あるＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを介して送信しているときＲＬ
失敗の発生を検出するための方法を実施するように構成される。受信器２１６および送信
器２１７は、プロセッサ２１５と通信する。アンテナ２１８は、受信器２１６とも送信器
２１７とも通信し、ワイヤレスデータの送信および受信を容易にする。
【００２２】
　典型的な基地局内に見出すことができる構成要素に加えて、ノードＢ２２０は、プロセ
ッサ２２５、受信器２２６、送信器２２７、アンテナ２２８を含む。プロセッサ２２５は
、あるＷＴＲＵがＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを介して送信しているときＲＬ失
敗の発生を検出するための方法を実施するように構成される。受信器２２６および送信器



(7) JP 5033923 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

２２７は、プロセッサ２２５と通信する。アンテナ２２８は、受信器２２６とも送信器２
２７とも通信し、ワイヤレスデータの送信および受信を容易にする。
【００２３】
　図４は、無線インターフェースプロトコルモデル４００を示す。ＷＴＲＵ２１０は、Ｒ
ＲＣレイヤ（Ｌ３）エンティティ、ＲＬＣエンティティ、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エ
ンティティ、物理（ＰＨＹ）レイヤ（Ｌ１）エンティティを含むことができる。ＲＬＣエ
ンティティは、送信側サブアセンブリおよび受信側サブアセンブリを含む。送信側サブア
センブリは、送信バッファを含む。ＲＬＣエンティティは、無線伝送の信頼性を高める。
ＭＡＣエンティティは、伝送媒体に対するユーザアクセスを制御する。ＰＨＹレイヤは、
電波を介してデータを送信および受信する。ノードＢ２２０は、図４に示されているもの
と同じエンティティを含むことができる。
【００２４】
　図５は、検証後プロセスが失敗したときのＷＴＲＵ２１０の挙動の流れ図を示す。検証
後プロセスが失敗する（５０５）。Ｅ－ＤＣＨリソースの解放をトリガするように（５１
０）、ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。任意選択で、事前定義のタイマが満了す
るのを待つように（５１５）、ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。別のＥ－ＤＣＨ
　ＵＬランダムアクセスを試みる前にバックオフ手順を実施するように、ＷＴＲＵ２１０
を構成することができる。バックオフタイマを開始するように（５２０）、ＷＴＲＵ２１
０を構成することができる。タイマが満了していない場合（５２５）、セル再選択基準が
満たされているかどうか検証するように（５３５）、ＷＴＲＵ２１０を構成することがで
きる。セル再選択基準が満たされる場合、セル更新手順を実施し、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴ
ＥメッセージをノードＢに送信するように（５４０）、ＷＴＲＵ２１０を構成することが
できる。セル再選択基準が満たされていない場合、ＷＴＲＵ２１０は、バックオフタイマ
の状況およびセル更新基準の検証を続行する。バックオフタイマが満了したとき（５２５
）、新しいＵＬランダムアクセスを試みるように（５３０）、ＷＴＲＵ２１０を構成する
ことができる。バックオフタイマは、より高いレイヤによって構成されてもよい。
【００２５】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０は、セル再選択、ＲＬ失敗を示すセル更新手順、またはＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でのＥ－ＤＣＨ期間中の失敗を示す新しいアクションを実施すること
ができる。任意選択で、ＷＴＲＵ２１０は、送信失敗をより高いレイヤに示すように構成
されてもよい。
【００２６】
　Ｅ－ＤＣＨリソースを解放すること、またはＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態またはアイドルモ
ードでのＥ－ＤＣＨアクセスを終了することは、以下で構成されることがある。ＰＨＹレ
イヤ手順が失敗し終了したことをＰＨＹレイヤがＭＡＣにレポートすることができ、その
時点で、ＭＡＣレイヤは、データを物理レイヤに送信することを停止する。Ｅ－ＤＣＨ受
信（Ｅ－ＤＣＨアクセス許可チャネル（Ｅ－ＡＧＣＨ）、Ｅ－ＤＣＨハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（Ｅ－ＨＩＣＨ）、Ｅ－ＤＣＨ相対的許可チャ
ネル（Ｅ－ＲＧＣＨ））手順および送信（Ｅ－ＤＰＣＣＨ、Ｅ－ＤＣＨ専用物理データチ
ャネル（Ｅ－ＤＰＤＣＨ））手順が停止される。ＭＡＣ－ｉ／ｉｓエンティティがリセッ
トされる。ＭＡＣ－ｉ／ｉｓエンティティをリセットすることは、ＨＡＲＱプロセスをフ
ラッシュすること、送信シーケンス番号（ＴＳＮ）を初期値に設定すること、およびセグ
メント化バッファ内に残りのセグメントがあればそれを破棄することを含む。あるいは、
ＷＴＲＵ２１０は、ＨＡＲＱプロセスをフラッシュするだけでもよく、または完全なＭＡ
Ｃ－ｉ／ｉｓリセットを実施するのではなく、ＨＡＲＱプロセスをフラッシュし、ＴＳＮ
値をリセットする。任意選択で、ＷＴＲＵ２１０は、Ｅ－ＤＣＨ無線ネットワーク一時識
別（Ｅ－ＲＮＴＩ）、ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＲＮＴＩ（Ｈ－ＲＮＴＩ）、またはセルＲＮＴＩ
（Ｃ－ＲＮＴＩ）をクリアすることができる。
【００２７】
　図６は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＷＴＲＵ２１０に関するＲＬ失敗のトリガ条件



(8) JP 5033923 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

の流れ図を示す。ＷＴＲＵ２１０がＥ－ＤＣＨを介して送信を開始する（６０５）。関連
のＤＬ　Ｆ－ＤＰＣＨの品質が監視される（６１０）。チャネル品質は、ＷＴＲＵ２１０
が送信を開始する時間からある特定のオフセットで監視することができる。Ｆ－ＤＰＣＨ
の品質がＮ個のフレームについて事前定義の閾値（すなわち、ＱF-DPCH）未満である場合
（６１５）、ＲＬ失敗が発生したと決定され（６２５）、ここでＮは、連続するフレーム
の事前定義の数である。Ｆ－ＤＰＣＨが事前定義の閾値未満でない場合には、ＲＬ失敗が
なく（６２０）、ＤＬ　Ｆ－ＤＰＣＨチャネルの品質の監視が続行される（６１０）。Ｆ
－ＤＰＣＨの品質がＮ個のフレームについて満たされない場合には、Ｌ１がＬ３にレポー
トし、ＲＬ失敗を宣言する（６２５）。無線リンク失敗時には、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態
でのどのＥ－ＤＣＨ送信をも終了するように（６３０）、ＷＴＲＵ２１０を構成すること
ができる。
【００２８】
　図７は、ＲＬ失敗が検出されたときのＷＴＲＵ２１０の挙動に関する図を示す。ＲＬ失
敗が発生する（７０５）。ＷＴＲＵ２１０は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でのＥ－ＤＣＨ送
信を終了することができる（７１０）。Ｅ－ＤＣＨ送信の終了は、Ｅ－ＤＣＨリソースを
解放することで構成されることがある（７１５）。Ｅ－ＤＣＨ送信および受信手順が停止
する（７２０）。ＭＡＣ－ｉ／ｉｓエンティティがリセットされる（７２５）。事前定義
の時間を待つように（７３０）、ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。バックオフタ
イマを開始する（７３５）、ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。タイマが満了した
かどうか判定するように（７４０）、ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。タイマが
満了していない場合、セル再選択基準が満たされているかどうか検証するように（７５０
）、ＷＴＲＵ２１０が構成されている。セル再選択基準が満たされる場合、セル再選択手
順を実施し、ＣＥＬＬ　ＵＰＤＡＴＥメッセージをノードＢに送るように（７５５）、Ｗ
ＴＲＵ２１０を構成することができる。セル再選択が満たされない場合、バックオフタイ
マの状況の検証を続行するように、ＷＴＲＵ２１０が構成されている。タイマが満了した
場合には、新しいＵＬランダムアクセスを試みるように（７４５）、ＷＴＲＵ２１０が構
成されている。
【００２９】
　あるいは、ＲＬ失敗が発生したとき、ＷＴＲＵ２１０は、ＨＡＲＱプロセスをフラッシ
ュし、ＴＳＮをリセットし、セル再選択、ＲＬ失敗を示すアクション、またはＣＥＬＬ＿
ＦＡＣＨ状態でのＥ－ＤＣＨ期間中の失敗を示す任意のアクションと共にセル更新手順を
実施することができる。
【００３０】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０は、事前定義のＫ回までＥ－ＤＣＨを介した送信を再試行し
、次いでセル再選択手順をトリガすることができる。
【００３１】
　ＷＴＲＵ２１０が、短縮された送信時間間隔（ＴＴＩ）値（たとえば、２ｍｓ）を使用
して送信を試みた場合、ＷＴＲＵ２１０は、より大きなＴＴＩ値（たとえば、１０ｍｓ）
を使用してＥ－ＤＣＨを介した送信を再試行することができる。
【００３２】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０が大きなＴＴＩ値（たとえば、１０ｍｓ）を使用してＥ－Ｄ
ＣＨを介した送信を試みた場合、ＷＴＲＵ２１０は、ＲＡＣＨを介して送信を試みること
ができる。
【００３３】
　あるいは、関連のＤＬ　ＤＰＣＣＨの品質を監視することもできる。ＤＰＣＣＨの品質
がＮ個のフレームについて事前定義の閾値未満である場合、ＲＬ失敗が発生したと決定さ
れ、ここでＮは、連続するフレームの事前定義の数である。
【００３４】
　Ｌ１もまた、Ｆ－ＤＰＣＨまたはＤＰＣＣＨの品質がＭ個の連続するフレームのうちの
Ｎ個について事前定義の閾値ＱF-DPCH未満である場合、Ｌ３にレポートし、ＲＬ失敗を宣
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言するように構成されてもよい。
【００３５】
　あるいは、共通パイロットチャネル（ＣＰＩＣＨ）の品質を監視するように、ＷＴＲＵ
２１０を構成することができる。ＣＰＩＣＨまたは任意の他のＤＬ制御チャネルの品質が
Ｎ個のフレームについて事前定義の閾値未満である場合、ＷＴＲＵ２１０のＬ１がＷＴＲ
Ｕ２１０のＬ３にＲＬ失敗をレポートする。
【００３６】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０は、そのＵＬ送信についてノードＢ２２０から肯定応答（Ａ
ＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）の受信を監視するように構成されてもよい。ＷＴＲＵ
２１０が事前定義の連続するＵＬ送信Ｌのウィンドウ内でＫ個のＮＡＣＫを受信し、ここ
でＫおよびＬは事前に構成されている、またはＷＴＲＵ２１０にシグナリングされる場合
、ＷＴＲＵ２１０のＬ１は、ＷＴＲＵ２１０のＬ３にレポートし、ＲＬ失敗が発生したこ
とを示す。
【００３７】
　あるいは、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）プロセスの成功を監視するように、
ＷＴＲＵ２１０を構成することができる。Ｒ個のＨＡＲＱプロセスがＪ個の新しいＨＡＲ
Ｑプロセスのウィンドウ内で失敗した場合、ＲＬ失敗を宣言するように、ＷＴＲＵ２１０
を構成することができ、ここでＲおよびＪは、事前に構成する、またはＷＴＲＵ２１０に
シグナリングすることができるパラメータである。
【００３８】
　Ｆ－ＤＰＣＨまたはＤＰＣＣＨを介してＳ個の連続するＴＰＣ　ＵＰコマンドを受信す
るように、ＷＴＲＵ２１０を構成することができ、Ｓは事前に構成されている、またはＷ
ＴＲＵ２１０にシグナリングされる。最大電力に達しているためにＷＴＲＵ２１０がそれ
以上その送信電力を増大することができない場合、ＷＴＲＵ２１０は、ＲＬ失敗を宣言す
ることができる。
【００３９】
　あるいは、ＤＬ制御チャネル上での受信電力の増大を観測することなしに、ＷＴＲＵ２
１０が、ＵＬ　ＤＰＣＣＨを介してＳ個の連続するＴＰＣ　ＵＰコマンドを送信し、ノー
ドＢ２２０にそのＤＬ送信電力を増大することを要求したとき、ＲＬ失敗が宣言されても
よい。
【００４０】
　制限されたＵＬ送信では、Ｅ－ＤＣＨを使用しノードＢ２２０をピン（ｐｉｎｇ）する
ように、ＷＴＲＵ２１０を構成することができ、ＷＴＲＵ２１０は、ＡＩＣＨまたはＦ－
ＤＰＣＨでノードＢ２２０を検証し、次いでＷＴＲＵ２１０は、ＲＬ失敗をレポートする
。期間ＴpingにわたってＵＬ送信がないときｐｉｎｇ送信が行われるように、ｐｉｎｇ送
信がセットアップされる。
【００４１】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０が、Ｍ期間にわたって、指定されたスロット上でノードＢ２
２０から信号を受信しない場合には、ＷＴＲＵ２１０がＲＬ失敗をレポートする。
【００４２】
　図８は、ＲＬ故障状態の監視に関するタイミングチャートである。図６において上述し
たように、またすべてのトリガ条件について、ＷＴＲＵ２１０は、Ｅ－ＤＣＨを介して（
すなわち、ノードＢ２２０からのＡＩＣＨ指示に続いて）送信を開始することができる（
８０５）。ＷＴＲＵ２１０は、ＷＴＲＵ２１０が送信を開始する時間からあるオフセット
Ｔ１で条件の監視を開始することができる（８１０）。この時間オフセットパラメータ期
間により、電力制御ループが、収束するための十分な時間を有することができる。トリガ
条件が監視され始める時間から、物理レイヤがｏｕｔ－ｏｆ－ｓｙｎｃプリミティブをレ
ポートすることが可能になる時間にかけて、追加の据置き期間Ｔ２を導入することができ
る（８１５）。この追加の据置き期間Ｔ２により、電力制御ループを安定化させるための
追加の時間が許される。期間Ｔ１およびＴ２は時間オフセットパラメータであり、事前定
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義されても、より高いレイヤによって構成されてもよい（すなわち、ＲＲＣシグナリング
またはブロードキャストチャネル）。Ｔ１およびＴ２はまた、本明細書におけるより一般
的なシナリオの特別な場合として、個々にまたは共にゼロの値をとることができる。
【００４３】
　あるいは、ＷＴＲＵ２１０は、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを介して送信して
いないときＲＬ品質を監視するように構成されてもよい。具体的には、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣ
Ｈ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、またはＵＲＡ＿ＰＣＨ状態でのＷＴＲＵ２１０は、任意
の他のＤＬ制御チャネル（たとえば、ＣＰＩＣＨ）の品質を連続的に監視することができ
る。観測されているＤＬ制御チャネルの品質が事前定義の時間について事前定義の閾値未
満に低下した場合、ＷＴＲＵ２１０のＬ１はＷＴＲＵ２１０のＬ３にシグナリングし、Ｒ
Ｌ失敗が発生したことを示すことができる。
【００４４】
　図９は、ＲＬ失敗の発生を決定するノードＢ２２０のトリガ条件の流れ図を示す。ＣＥ
ＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあるＷＴＲＵがＥ－ＤＣＨを介して送信を開始することができる（
９０５）。ノードＢ２２０は、所定のウィンドウ期間にわたってＥ－ＤＣＨを監視する（
９１０）。ノードＢ２２０は、ＷＴＲＵ２１０からの関連の制御チャネルの品質が所定の
閾値未満であるかどうか判定する（９１５）。チャネルの品質が閾値未満でない場合には
、ＲＬ失敗がなく（９２０）、チャネルの品質の監視が続行される（９１０）。品質が事
前定義の閾値未満である場合には、ノードＢ２２０がＲＬ失敗を宣言する（９２５）。ノ
ードＢ２２０は、Ｅ－ＡＧＣＨの特別な値を使用してＥ－ＲＡＣＨアクセスを終了するよ
うに、ＷＴＲＵ２１０に示すことができる（９３０）。これは、ＷＴＲＵごとに行われる
。この指示は、ゼロ許可値をシグナリングすること、または予約されている値を使用する
ことを含むことができる。ノードＢ２２０は、ＷＴＲＵとの接続を終了することができる
（９３５）。
【００４５】
　あるいは、所定のウィンドウ期間ＰにわたってＷＴＲＵ２１０からのフィードバックを
求めてＥ－ＤＣＨを監視するように（９１０）、ノードＢ２２０を構成することができる
。関連の制御チャネル（たとえば、ＵＬ　ＤＰＣＣＨ、ＵＬ　Ｅ－ＤＰＣＣＨ、またはＵ
Ｌ　ＨＳ－ＤＰＣＣＨ）の品質が所定の時間について所定の閾値未満である場合（９１５
）、ノードＢ２２０はＲＬ失敗を宣言する。
【００４６】
　あるいは、ノードＢ２２０は、関連のＵＬ送信についてＡＣＫフィードバック信号また
はＮＡＣＫフィードバック信号の送信を監視することができる。ノードＢ２２０が所定の
連続するＵＬ送信Ｌ個のウィンドウ内でＫ個のＮＡＣＫを送信したとき、ノードＢ２２０
はＲＬ失敗を宣言することができる。
【００４７】
　あるいは、ノードＢ２２０は、ＨＡＲＱプロセスの成功を監視することができる。ノー
ドＢ２２０は、ＨＡＲＱプロセスを監視するように構成され、所定の数の新しいＨＡＲＱ
プロセス試行Ｊ個のウィンドウ内でＲ個のＨＡＲＱプロセスが失敗した場合、ノードＢ２
２０はＲＬ失敗を宣言することができる。
【００４８】
　あるいは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でＥ－ＤＣＨを使用して、Ｆ－ＤＰＣＨまたはＤＰ
ＣＣＨを介して、Ｓ個の連続するＴＰＣ　ＵＰコマンド（すなわち、ノードＢ２２０から
の、その電力を増大するための指示）を送信するように、ノードＢ２２０を構成すること
ができる。コマンドが送られるＷＴＲＵ２１０からの受信電力の増大を観測することなし
にノードＢ２２０がコマンドを送信した場合、ノードＢ２２０はＲＬ失敗を宣言すること
ができる。
【００４９】
　あるいは、ＵＬ　ＤＰＣＣＨ、Ｆ－ＤＰＣＨ、またはＤＰＣＣＨを介してＳ個のＴＰＣ
　ＵＰコマンド（すなわち、ＷＴＲＵ２１０からの、その電力を増大するための指示）を
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受信するように、ノードＢ２２０を構成することができ、ノードＢ２２０がそれ以上その
送信電力を増大することができない場合、ノードＢ２２０はＲＬ失敗を宣言することがで
きる。
【００５０】
　あるいは、ノードＢ２２０は、高速共用制御チャネル（ＨＳ－ＳＣＣＨ）オーダを介し
てＥ－ＤＣＨリソースを解放するようにＷＴＲＵ２１０に示すように構成される。ノード
Ｂ２２０は送信することができ、ＨＳ－ＳＣＣＨオーダは、ＨＳ－ＳＣＣＨ制御チャネル
を介して送信されるコマンドとすることができる。
【００５１】
　あるいは、新しい、または既存のＬ３　ＲＲＣメッセージを使用し、ＷＴＲＵ２１０に
ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態でのＥ－ＤＣＨを介した送信を停止してもよいことを示すことが
できる。あるいは、タイムアウト期間にわたってどのＵＬ送信にも応答しないように、ノ
ードＢ２２０を構成することができる。あるいは、Ｅ－ＤＣＨ　ＨＡＲＱインジケータチ
ャネル（Ｅ－ＨＩＣＨ）を介してＷＴＲＵ２１０にＫ個の連続するＮＡＣＫを送信するよ
うに、ノードＢ２２０を構成することができる。
【００５２】
（実施形態）
１．無線リンク（ＲＬ）失敗を検出するための、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
内で実施される方法であって、
　ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視するステ
ップを具えたことを特徴とする方法。
２．前記ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前定
義の閾値Ｑ未満であると決定するステップであって、
　Ｎは連続するフレームの事前定義の数であるステップをさらに具えたことを特徴とする
実施形態１記載の方法。
３．ＲＬ失敗の発生を宣言するステップと、
　セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ）状態での拡張専用チャネル（Ｅ－Ｄ
ＣＨ）を介した送信を終了するステップと
をさらに具えたことを特徴とする実施形態１又は２記載の方法。
４．前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態での前記Ｅ－ＤＣＨの前記送信は、
　Ｅ－ＤＣＨリソースを解放するステップと、
　Ｅ－ＤＣＨ受信手順および送信手順を停止するステップと、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エンティティをリセットするステップと
をさらに具えたことを特徴とする実施形態３記載の方法。
５．前記ＲＬ失敗が発生したことを物理レイヤがＭＡＣレイヤに示し、前記ＭＡＣレイヤ
は、前記物理レイヤにデータを送ることを停止することを特徴とする実施形態４記載の方
法。
６．前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態での前記Ｅ－ＤＣＨを終了した後で、
　事前定義の時間量の間待つステップと、
　バックオフタイマを開始するステップと、
　別のＲＡＣＨアクセスを開始する前に前記バックオフタイマが満了するのを待つステッ
プと
をさらに具えたことを特徴とする実施形態３記載の方法。
７．前記タイマが満了していない場合でも、前記ＷＴＲＵがセル再選択を実施するステッ
プをさらに具えたことを特徴とする実施形態６記載の方法。
８．セル再選択基準が満たされたとき、前記ＷＴＲＵが前記バックオフタイマを終了し、
セル再選択手順を実施するステップをさらに具えたことを特徴とする実施形態６又は７記
載の方法。
９．ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視するよ
うに構成されたプロセッサを具えたことを特徴とするワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
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Ｕ）。
１０．前記ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前
定義の閾値Ｑ未満であると決定するように構成されたプロセッサであって、
　Ｎは連続するフレームの事前定義の数である、プロセッサをさらに具えたことを特徴と
する実施形態９記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
１１．ＲＬ失敗の発生を宣言し、セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ）状態
での拡張専用チャネル（Ｅ－ＤＣＨ）を介した送信を終了するように構成されたプロセッ
サ
をさらに具えたことを特徴とする実施形態１０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
１２．前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態での前記Ｅ－ＤＣＨの前記送信は、
　Ｅ－ＤＣＨリソースを解放する手段と、
　Ｅ－ＤＣＨ受信手順および送信手順を停止する手段と、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）エンティティをリセットする手段と
をさらに具えたことを特徴とする実施形態１１記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
１３．前記ＲＬ失敗が発生したことを物理レイヤがＭＡＣレイヤに示し、前記ＭＡＣレイ
ヤは、前記物理レイヤにデータを送ることを停止することを特徴とする実施形態１２記載
のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
１４．前記ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態での前記Ｅ－ＤＣＨを終了した後で、
　事前定義の時間量の間待つ手段と、
　バックオフタイマを開始する手段と、
　別のＲＡＣＨアクセスを開始する前に前記バックオフタイマが満了するのを待つ手段と
をさらに具えたことを特徴とする実施形態１１記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
１５．前記タイマが満了していない場合でも、前記ＷＴＲＵがセル再選択を実施する手段
をさらに具えたことを特徴とする実施形態１４記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）。
１６．セル再選択基準が満たされたとき、前記ＷＴＲＵが前記バックオフタイマを終了し
、前記セル再選択手順を実施する手段をさらに具えたことを特徴とする実施形態１５記載
のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
１７．ダウンリンク専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）の品質を監視するように構成さ
れていることをさらに具えたことを特徴とする実施形態９ないし１６のいずれかに記載の
ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
１８．検証後手順が失敗した場合、かつセル再選択基準が満たされる場合、新しいセルを
再選択し、Ｅ－ＤＣＨリソースを解放するように構成されていることをさらに具えたこと
を特徴とする実施形態９ないし１７のいずれかに記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）。
１９．前記セル再選択基準が満たされない場合には、送信を完了しようと試みず、前記Ｅ
－ＤＣＨリソースを解放するようにさらに構成されており、バックオフ手順を適用しアッ
プリンクランダムアクセスを試みる前に事前定義の時間が満了するのを待つように構成さ
れていることを特徴とする実施形態１８記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
２０．ダウンリンクフラクショナル専用物理チャネル（Ｆ－ＤＰＣＨ）の品質を監視し、
前記ダウンリンクＦ－ＤＰＣＨの前記品質がＮ個の連続するフレームについて事前定義の
閾値Ｑ未満であると決定し、ポスト検証失敗を検出するように構成されたプロセッサであ
って、Ｎは連続するフレームの事前定義の数であるプロセッサ
を具えたことを特徴とするワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
２１．セル転送アクセスチャネル（ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ）状態での拡張専用チャネル（Ｅ
－ＤＣＨ）を介した送信を終了するように構成されたプロセッサをさらに具えたことを特
徴とする実施形態２０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
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た後でアップリンクランダムアクセスを試みるように構成されていることを特徴とする実
施形態２０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
２３．セル再選択基準が満たされる場合には、セル再選択を実施し、
　前記バックオフタイマが満了していない可能性があっても送信するように構成されてい
ることを特徴とする実施形態２０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
２４．前記ポスト検証が失敗した場合には、Ｅ－ＤＣＨリソースが解放されることを特徴
とする実施形態２０記載のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【００５３】
　上記では特徴および要素が特定の実施形態で述べられているが、各特徴および要素は、
他の特徴および要素なしの単独で、または他の特徴および要素との、もしくは他の特徴お
よび要素を用いない様々な組合せで使用することができる。本明細書で提供されている方
法または流れ図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するためのコンピュ
ータ可読記憶媒体内に組み込まれるコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファ
ームウェアで実施することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導
体メモリデバイス、内部ハードディスクや取外し式ディスクなど磁気媒体、光磁気媒体、
およびＣＤ－ＲＯＭディスクやデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）など光媒体を含む。
【００５４】
　好適なプロセッサは、例として、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ
、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連付
けられた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）回路、任意の他のタイプの集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械を含む。
【００５５】
　ソフトウェアに関連付けられたプロセッサを使用し、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）、ユーザ機器（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）
、または任意のホストコンピュータ内で使用するための無線周波数トランシーバを実装す
ることができる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカ
フォン、振動デバイス、スピーカ、マイクロフォン、テレビトランシーバ、ハンドフリー
用ハンドセット、キーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調
（ＦＭ）無線ユニット、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）ディスプレイユニット、有機発光ダ
イオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ
、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ、および／または任意のワ
イヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールもしくは超広帯域無線（Ｕ
ＷＢ）モジュールなど、ハードウェアおよび／またはソフトウェアで実装されるモジュー
ルと共に使用することができる。
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